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特殊詐欺被害防止対策の決定版
警視庁防犯アプリ　Digi Police（デジポリス）
市内のアポ電情報も素早くお知らせします。　小平警察署 Android ios

最
新
号
を
発
行

ひ
ら
く

　
ひ
ら
く
は
、
公
募
市
民
が
企
画
・
編
集

し
た
男
女
共
同
参
画
の
啓
発
広
報
誌
で
、

市
内
の
公
共
施
設
な
ど
に
あ
る
ほ
か
、
小

平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ＩＤ
７
９
５
２
２
）

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
今
号
は
、
名
も
な
き
家
事
を
ひ
ら
く
で

は
こ
う
考
え
る
、
を
特
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　
市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

☎
０４２
（
３
４
６
）
９
６
１
８

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ひ
ら
く

設
立
２０
周
年
に
向
け
て

講
演
会

▪
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
小
平
に 

こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
の
役
割
と
は

　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ひ
ら
く
は
、

令
和
６
年
１
月
に
２０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
こ
だ
い
ら
に
ふ

さ
わ
し
い
参
画
セ
ン
タ
ー
機
能
に
つ
い

て
、
埼
玉
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
セ

ン
タ
ー
准
教
授
の
瀬

山
紀
子
さ
ん
と
考
え

ま
す
。

と　
き　
１１
月
１９
日

（
日
）　
午
後
２
時
〜
４
時
１５
分

と
こ
ろ　
①
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ひ

ら
く
、
②
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
ズ
ー

ム
）

定　
員　
①
４０
人
、
②
な
し

後　
援　
小
平
市

申
込
み　
①
は
当
日
、
会
場
へ
、
②
は
申

込
み
フ
ォ
ー
ム
（
左
上
図
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　
小
平
市
女
性
の
つ
ど
い
・
岩
嶋

☎
０
８
０
（
１
２
４
４
）
７
３
６
８
（
夜

間
の
み
）

発
達
の
特
性
を
知
ろ
う

講
演
会

　
子
ど
も
の
発
達
に
関
す
る
悩
み
な
ど
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
多
様
化
す
る
子
ど
も
た

ち
の
発
達
の
特
性
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
こ
ど
も
未
来
ラ
ボ
理
事
長
の
芋
生
多
恵

子
さ
ん
か
ら
学
び
ま
す
。

と　
き　
１１
月
２３
日
（
木
・
祝
）　
午
前

１０
時
〜
１１
時
４５
分

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
学
習
室
４

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
で
３
歳
児
か

ら
未
就
学
児
を
子
育
て
中
の
方

定　
員　
３０
人

※
保
育
６
人
あ
り
ま
す
（
３
歳
か
ら
未
就

学
児
）。

内　
容　
▽
多
様
化
す
る
子
ど
も
た
ち
の

発
達
の
特
性
や
特
性

に
応
じ
た
関
わ
り
方

▽
多
様
化
す
る
子
ど

も
の
発
達
の
悩
み
に

直
面
し
た
経
験
の
あ
る
保
護
者
の
体
験
談

▽
小
学
校
で
の
学
習
の
つ
ま
ず
き
に
対
し

て
の
新
た
な
支
援
や
視
点
に
つ
い
て

▽
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

後　
援　
小
平
市

申
込
み　
１１
月
５
日
（
日
）
か
ら
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
右
図
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
へ
（
先

着
順
）

問
合
せ　
小
平
は
ぐ
く
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
局
Akodahugml@gmail.com

市
民
活
動
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

▪
市
民
活
動
に
役
立
つ
ス
マ
ホ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
活
用

　
グ
ル
ー
プ
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
て
便
利
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
方
法
を
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
小
平
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
の

入
江
和
美
さ
ん
か
ら
学
び
ま
す
。

と　
き　
１１
月
２５
日
、
１２
月
２
日
の
土
曜

日　
午
前
１０
時
〜
正
午　
全
２
回

と
こ
ろ　
小
平
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
す
ぴ
あ
会
議
室

対　
象　
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
団
体
の

連
絡
用
に
使
い
た
い
方
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ

リ
を
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
方

多
摩
六
都
フ
ェ
ア

▪
多
摩
北
部
５
市
美
術
家
展

　
小
平
市
、
東
村
山
市
、
清
瀬
市
、
東
久

留
米
市
、
西
東
京
市
の
５
市
を
代
表
す
る

著
名
な
美
術
家
の
展
覧
会
で
す
。

と　
き　
１１
月
７
日（
火
）〜
１２
日（
日
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

※
１１
月
１２
日（
日
）は
、午
後
５
時
ま
で
。

と
こ
ろ　
成
美
教
育
文
化
会
館
１
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
東
久
留
米
市
東
本
町
８
︱
１４
）

主　
催　
多
摩
北
部
都
市
広
域
行
政
圏
協

議
会

企
画
・
運
営　
多
摩
北
部
５
市
美
術
家
展

実
行
委
員
会

問
合
せ　
東
久
留
米
市
企
画
経
営
室
企
画

調
整
課
☎
０４２
（
４
７
０
）
７
７
０
２

絵
を
展
示

広
げ
よ
う
、元
気
の
わ
！

広
げ
よ
う
、元
気
の
わ
！

や
さ
い
の
わ
！

や
さ
い
の
わ
！

　
小
平
で
と
れ
る
野
菜
を
食
べ
た
く
な
る

絵
の
一
次
審
査
通
過
者
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

と　
き　
１２
月
９
日
（
土
）　
午
前
９
時

〜
１２
月
１５
日
（
金
）　
午
後
３
時
３０
分

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
１
階

※
一
次
通
過
者
に
は
案
内
を
発
送
し
ま

す
。

※
入
選
し
た
１２
作
品
は
令
和
６
年
度
の
カ

レ
ン
ダ
ー
型
ポ
ス
タ
ー
に
掲
載
し
ま
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー
型
ポ
ス
タ
ー
は
、
令
和
６
年

２
月
１
日
（
木
）
か
ら
、
小
平
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
健
康
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
（
３
４

６
）
３
７
０
１

み
ん
な
の
ま
ち　

小
平

作

品

展

児
童
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

　
郷
土
こ
だ
い
ら
の
魅
力
を
自
由
に
描
い

た
、
子
ど
も
た
ち
の
力
作
２
百
点
以
上
を

展
示
し
ま
す
。

と　
き　
１１
月
１９
日
（
日
）
〜
１２
月
２７
日

（
水
）

※
１１
月
２７
日
（
月
）・
２８
日
（
火
）、
１２
月

２５
日
（
月
）
は
休
館
日
で
す
。

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
１
階
情
報
ロ
ビ

ー※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

後　
援　
小
平
美
術
会
、
小
平
市
教
育
委

員
会
ほ
か

問
合
せ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
☎
０４２
（
３
４

５
）
５
１
１
１

小
平
市
民
文
化
祭

小
平
市
文
化
協
会

▪
小
平
茶
道
華
道
友
の
会　
花
展
・
茶
会

と　
き　
１１
月
１１
日
（
土
）・
１２
日
（
日
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
花

展
）、
ロ
ビ
ー
（
茶
会
）

費　
用　
３
百
円

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　
小
平
茶
道
華
道
友
の
会
・
田
中

☎
０４２
（
３
４
１
）
７
７
０
６

▪
マ
ジ
ッ
ク
発
表
会

と　
き　
１１
月
１９
日
（
日
）　
午
後
１
時

３０
分
開
演　
１
時
開
場

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

内　
容　
マ
ジ
ッ
ク
の
実
演

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　
小
平
マ
ジ
ッ
ク
連
合
会
・
渡
辺

☎
０
８
０
（
１
２
２
５
）
２
２
３
３

▪
三
曲
演
奏
会
（
こ
と
・
三
絃
・
尺
八
の

演
奏
）

と　
き　
１１
月
２５
日
（
土
）　
午
後
１
時

開
演　
０
時
３０
分
開
場

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

曲　
目　
六
段
の
調
、
都
鳥
、
都
踊
、
夕

顔
、笹
の
露
、日
本
の
小
箱
、尺
八
本
曲
、

小
中
学
生
曲
ほ
か

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　
小
平
市
三
曲
協
会
・
幡
野
☎
０４２

（
３
２
３
）
０
６
９
０

▪
マ
ン
ド
リ
ン
定
期
演
奏
会

と　
き　
１１
月
２６
日
（
日
）　
午
後
２
時

開
演　
１
時
３０
分
開
場

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

曲　
目　
８０
日
間
の
世
界
一
周
、
ハ
ウ
ル

の
動
く
城
か
ら
、
イ
ン
ザ
ム
ー
ド
ほ
か

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　
小
平
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
協

会
・
青
木
☎
０４２
（
３
４
２
）
０
８
０
３

定　
員　
１６
人

※
保
育
あ
り
ま
す
。

申
込
み　
１１
月
５
日（
日
）か
ら
１８
日（
土
）

ま
で
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
（
先
着
順
）

H
検
索　
小
平
あ
す
ぴ
あ

問
合
せ　
小
平
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
す
ぴ
あ
☎
０４２
（
３
４
８
）
２
１
０
４

掲
載
団
体
募
集

あ
す
ぴ
あ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

市
民
活
動
団
体
一
覧
冊
子

　
市
民
活
動
団
体
の
活
動
内
容
や
連
絡
先

な
ど
を
、
あ
す
ぴ
あ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
市

民
活
動
団
体
デ
ー
タ
集
、
む
す
ぶ
に
掲
載

し
ま
す
。

　
併
せ
て
、
団
体
名
、
連
絡
先
、
市
民
活

動
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
た
市
民
活
動

団
体
一
覧
冊
子
を
発
行
し
ま
す
。

申
込
み　
１１
月
２４
日
（
金
）
ま
で
に
、
応

募
用
紙
を
電
子
メ
ー
ル
で
問
合
せ
先
へ

※
応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

H
検
索　
小
平
あ
す
ぴ
あ

問
合
せ　
小
平
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
す
ぴ
あ
☎
０４２
（
３
４
８
）
２
１
０
４
、

Ainfo@kodaira-shiminkatsudo-
ctr.jp高

齢

者

向

け

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体
験
会

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
使
い
で
な
い
方

や
、
操
作
に
不
慣
れ
な
方
が
、
楽
し
み
な

が
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
各
種
ア
プ
リ
の

活
用
を
体
験
で
き
る
教
室
形
式
の
体
験
会

で
す
。

※
Ａア

ン

ド

ロ

イ

ド

ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
の
操
作
方
法
で
説
明

し
ま
す
。

と　
き　
①
１１
月
２４
日
（
金
）　
午
前
９

時
〜
正
午
、
②
１１
月
２４
日
（
金
）　
午
後

１
時
〜
４
時
、
③
１１
月
３０
日
（
木
）　
午

前
９
時
〜
正
午
、
④
１１
月
３０
日
（
木
）　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　
①
・
②
仲
町
公
民
館
ホ
ー
ル
、

③
・
④
小
川
西
町
公
民
館
ホ
ー
ル　

対　
象　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で

な
い
ま
た
は
使
い
慣
れ
て
い
な
い
６０
歳
以

上
の
都
民
の
方

持
ち
物　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
お
持
ち
の

方
の
み
）

定　
員　
①
・
②
各
２０
人
、
③
・
④
各
３０

人主　
催　
東
京
都
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
局

デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
推
進
部

協　
力　
小
平
市
立
公
民
館

申
込
み　
各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
、電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
希
望

日
時・会
場
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
代
、性

別
、電
話
番
号
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号（
お

持
ち
の
方
の
み
）、お
住
ま
い
の
市
区
町

村
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
所
持
の
有
無
を
問

合
せ
先
へ（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
申
込
み
の
方
で
、
受

講
に
当
た
っ
て
合
理
的
配
慮
が
必
要
な
場

合
は
、
そ
の
旨
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
普
及
啓
発
事

業
事
務
局
☎
０
５
０
（
５
５
３
６
）
６
０

４
９
（
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
）、
V‌

０
５
０（
３
５
８
８
）６
３
３
７

萩
山
公
園
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

き
ら
め
く
紅
葉
に

き
ら
め
く
紅
葉
に

　
　
　
つ
つ
ま
れ
て

　
　
　
つ
つ
ま
れ
て

　
西
武
線
萩
山
駅
南
側
萩
山
公
園
内
に
植

栽
さ
れ
て
い
る
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
百
本
が

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
写
真
に
五
・

七
・
五
を
添
え
た
作
品
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
で
募
集
し
ま
す
。
１１
月
１８
日
（
土
）
に

は
学
園
東
地
域
セ
ン
タ
ー
で
俳
句
の
入
門

講
座
も
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
事
業
は
、東
京
都・（
公
財
）東
京
観

光
財
団
の
秋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
モ
デ
ル
事

業
費
助
成
金
を
活
用
し
て
実
施
し
ま
す
。

と　
き　
１１
月
１１
日（
土
）〜
２６
日（
日
）

　
午
後
５
時
〜
７
時

後　
援　
小
平
市

H
検
索　
小
平
に
こ
な
い
か

問
合
せ　
こ
だ
い
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
協

会
☎
０４２
（
３
１
２
）
３
９
５
４

就
職
面
接
会
イ
ン
小
平

就
職
面
接
会
イ
ン
小
平

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川
と
の
共
催
で
、
就

職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
１１
月
２２
日
（
水
）　
午
後
１
時

３０
分
〜
４
時
３０
分

と
こ
ろ　
福
祉
会
館
第
一
集
会
室

※
参
加
企
業
は
１１
月
１
日（
水
）以
降
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
ＩＤ
１
０
９
０
３
５
）で
公
開
し
ま
す
。

H
検
索　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川

問
合
せ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川
事
業
所
第

一
部
門
☎
０４２
（
５
２
５
）
８
６
１
５

イ
タ
リ
ア
菓
子
教
室

新
感
覚

新
感
覚

小
平
に
ん
じ
ん
で

小
平
に
ん
じ
ん
で

イ
タ
リ
ア
ン

イ
タ
リ
ア
ン

ス
イ
ー
ツ
を
作
ろ
う

ス
イ
ー
ツ
を
作
ろ
う

　
小
平
産
の
に
ん
じ
ん
を
使
っ
て
、
子
ど

も
と
大
人
向
け
の
ス
イ
ー
ツ
を
作
り
ま

す
。

　
市
内
で
イ
タ
リ
ア
料
理
教
室
を
主
宰
し

て
い
る
春
原
由
子
さ
ん
か
ら
学
び
ま
す
。

と　
き　
１１
月
１４
日
（
火
）　
午
前
１０
時

〜
午
後
１
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
実
習
室

対　
象　
市
内
在
住
の
方

定　
員　
２４
人

※
保
育
６
人
あ
り
ま
す
（
１
歳
児
か
ら
就

学
前
ま
で
）。

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
布
巾
、
マ
ス
ク

協　
力　
株
式
会
社
い
な
げ
や

申
込
み　
１１
月
６
日
（
月
）
か
ら
、
電
話

で
市
民
課
へ（
先
着
順
）☎
０４２（
３
４
６
）

９
５
０
８

麦
ま
き
日
待
ち
秋
の
ま
つ
り

小
平
ふ
る
さ
と
村

　
か
つ
て
農
作
業
が
一
段
落
し
た
時
期

に
、
人
々
が
集
ま
っ
て
会
食
や
余
興
を
行

っ
た
日
待
ち
の
行
事
を
再
現
し
ま
す
。

と　
き　
１１
月
１８
日
（
土
）　
午
前
１１
時

〜
午
後
２
時　
小
雨
決
行

※
雨
天
の
場
合
は
、１９
日（
日
）に
順
延
。

と
こ
ろ　
小
平
ふ
る
さ
と
村

内　
容　
手
打
ち
う
ど
ん
の
実
演
・
試

食
、
水
車
を
使
っ
た
製
粉
作
業

※
う
ど
ん
の
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

主　
催　
武
蔵
野
手
打
ち
う
ど
ん
保
存
普

及
会
、
小
平
市
文
化
振
興
財
団

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　
小
平
ふ
る
さ
と
村
☎
０４２
（
３
４

５
）
８
１
５
５

ご
近
所
力
で
防
災

防
災
講
座

　
災
害
時
、
重
要
と
な
る
ご
近
所
力
（
共

助
）
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
の
台
風
１９
号

に
よ
る
浸
水
被
害
の
対
応
を
し
た
八
王
子

市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
や
自
治
会
の
方

の
お
話
を
聞
き
、
ふ
だ
ん
か
ら
の
取
り
組

み
な
ど
を
考
え
ま
す
。

と　
き　
１１
月
２５
日
（
土
）　
午
後
２
時

〜
４
時

と
こ
ろ　
福
祉
会
館
３
階
第
一
集
会
室
、

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
ズ
ー
ム
）

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定　
員　
各
５０
人

申
込
み　
１１
月
１７
日（
金
）ま
で（
土
曜・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
（
先
着
順
）　

H
検
索　
こ
だ
い
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー

問
合
せ　
こ
だ
い
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー（
福
祉
会
館
４
階
）☎
０４２（
３
４
６
）

１
４
２
４

市
が
所
有
す
る

ご
み
集
積
所
跡
地

購
入
希
望
相
談

購
入
希
望
相
談

　
家
庭
ご
み
の
戸
別
収
集
移
行
に
伴
い
使

用
し
な
く
な
っ
た
、
市
が
所
有
す
る
ご
み

集
積
所
跡
地
の
土
地
の
購
入
希
望
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
小
平

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ＩＤ
８
９
３
９
５
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

対　
象　
市
が
所
有
す
る
ご
み
集
積
所
跡

地
に
隣
接
す
る
土
地
を
所
有
す
る
方

※
宅
地
同
士
の
境
に
あ
る
跡
地
も
、
売
却

の
対
象
で
す
。
ま
た
、
公
共
用
地
と
し
て

使
用
し
て
い
る
場
合
な

ど
、
売
却
の
対
象
に
な

ら
な
い
跡
地
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み　
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
（
右
図
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）
ま
た
は
電
話
で
問
合
せ
先
へ

問
合
せ　
資
源
循
環
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
５

食
物
資
源
循
環
事
業

参
加
グ
ル
ー
プ
を
募
集

生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル

　
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
資
源
と
し
て

分
別
収
集
し
、
堆
肥
化
す
る
食
物
資
源
循

環
事
業
に
参
加
す
る
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し

ま
す
。
参
加
グ
ル
ー
プ
は
、
家
庭
か
ら
出

る
生
ご
み
を
週
１
回
決
め
ら
れ
た
排
出
場

所
に
出
し
ま
す
。

　
回
収
さ
れ
た
生
ご
み
は
、
堆
肥
化
工
場

に
運
ば
れ
、
専
用
の
処
理
機
を
使
っ
て
茶

色
の
土
の
よ
う
な
堆
肥
の
も
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
せ
ん
て
い
枝
の
チ
ッ
プ
を
混

ぜ
て
発
酵
さ
せ
る
と
堆
肥
が
完
成
し
ま

す
。
さ
ら
に
寝
か
せ
て
か
ら
製
品
と
し
て

出
荷
さ
れ
ま
す
。

　
生
ご
み
が
資
源
に
な
る
の
で
、
燃
や
す

ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

定　
員　
若
干
名

申
込
み　
３
世
帯
以
上
で
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
排
出
場
所
を
決
め
て
、
代
表
者
が
問

合
せ
先
へ
（
先
着
順
）

※
１０
㍑
程
度
の
ふ
た
つ
き
バ
ケ
ツ
を
１
世

帯
１
台
ず
つ
自
身
で
用
意
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

問
合
せ　
資
源
循
環
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
５

令
和
６
年
１
月
末
ま
で

自
動
車
使
用
の
抑
制
を

　
冬
は
、
自
動
車
か
ら
の
排
出
ガ
ス
で
、

大
気
中
の
二
酸
化
窒
素
濃
度
が
高
ま
り
ま

す
。
市
で
は
、令
和
６
年
１
月
末
ま
で「
週

に
一
度
は
乗
ら
な
い
デ
ー
」
を
合
言
葉

に
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進
な
ど
、
自
動

車
使
用
の
抑
制
を
し
て
い
ま
す
。

▽
週
に
一
度
は
車
に
乗
ら
な
い
日
に
す
る

▽
公
共
交
通
機
関
を
積
極
的
に
利
用
す
る

▽
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
で
燃
費
の
向
上
を
図
る

問
合
せ　
環
境
政
策
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
６

（円）

0億
20億
40億
60億
80億
100億
120億
140億
160億
180億
200億

432 （年度）

189億

93億

40億

10億

45億

129億

77億

28億

18億
5億

161億

89億

21億
7億

44億

その他公共施設整備基金
職員退職手当基金財政調整基金

歳入 歳出
人件費
103億1,264万円(12.2%)
扶助費
246億5,910万円(29.2%)
公債費
32億4,125万円(3.8%)

物件費
145億8,266万円
(17.3%)

補助費等
119億692万円(14.1%)
繰出金
65億9,900万円(7.8%)
普通建設事業費
62億6,640万円
(7.4%)積立金など

68億8,882万円(8.2%)

市税
327億9,637万円(36.5%)

各種交付金･
市債(臨時財政対策債)など
195億4,672万円(21.8%)

国庫支出金
201億2,869万円(22.4%)

都支出金
123億527万円(13.7%)
使用料および手数料、繰入金など
25億3,866万円(2.8%)

市債（臨時財政対策債を除く）
25億1,170万円(2.8%)

一般財源

特定
財源

義務的
経費

任意的
経費

令和
４年度 小平市小平市のの財政事情財政事情 問合せ　財政課

☎０４２（３４６）９５０４

小平市には、一般会計のほかに３つの特別会計（国民健康
保険事業、後期高齢者医療、介護保険事業）があり、歳入
合計が前年度比6.4％の増、歳出合計が前年度比7.7％の増
となりました。
代表的な会計である一般会計の決算の特徴は、歳入では、
国庫支出金などは減となりましたが、繰越金や繰入金など
が増となったため、前年度比8.2％の増となりました。
一方、歳出では、衛生費や消防費などは減となりましたが、
総務費や土木費などは増となり、前年度比１０.1％の増とな
りました。

決算の特徴

一般会計決算を家計に例えて、小平家の１年間の家計簿を
作成しました（表２参照）。
令和４年度の小平家は、令和３年度と比べて、収入では、
繰越金（財布の中身）や繰入金（貯蓄の取り崩し）、市税（給
料）などが増えました。
支出では、普通建設事業費（家屋の増改築など）や補助費
等（自治会費）、積立金（貯金）などが増えました。

小平家の家計簿

表 ２ 　小平家の家計簿

グラフ １ 　一般会計歳入・歳出の状況

表 １ 　令和 ４ 年度一般会計・特別会計 ３ 事業の決算状況

令和４年度の小平市の財政指標は表３のとおりです。
健全化判断比率は各指標とも健全な数値となっています。
経常収支比率は、前年度比 2.1 ポイントの増となりました。

小平市の財政指標

表 ３ 　小平市の財政指標
項　　目 令和 ４年度（令和 ３年度） 説　　　明

財政力指数 ０.９２６（０.９４７）
０.９０９（０.９１０）

財政力の強弱を示す数値です（上段： ３か年平均、下段：単年度）。単年度で １を超えるほど財源に余裕があり、普通交
付税の不交付団体となります。令和 ４年度は、全国では、１,７１８市町村のうち７２市町村が不交付団体です。

経常収支比率 ８５.２％（８３.１％） 財政構造の弾力性を測定する比率です。高いほど財政運営が硬直化しており、政策的に使えるお金が少ないことを示しま
す。小平市の経常的な収入のうち、政策的な経費に使えるお金は１４.８％であることを表しています。

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 ―（―） 一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。小平市の場合、１１.５３％を超えると警戒ラインです。

連結実質赤字比率 ―（―） 一般会計、特別会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。小平市の場合、１６.５３％を超えると警戒ラ
インです。

実質公債費比率 １.９％（２.０％） 一般会計、特別会計、一部事務組合が負担する元利償還金などの標準財政規模に対する比率です（ ３か年平均）。２５.０％
を超えると警戒ラインです。

将来負担比率 ―（―） 一般会計、特別会計、一部事務組合、土地開発公社が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率です。
３５０.０％を超えると警戒ラインです。

資金不足比率 ―（―） 小平市下水道事業会計における資金不足額の、事業規模に対する比率です。２０.０％を超えると警戒ラインです。
※上記標記中「－」は、黒字のため実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率が、算定されないことを表し、また、将来の負担が少ないため将来負担比率が算定されないこ
とを表します。

コロナ禍・物価高騰への対応
・新型コロナウイルスワクチン接種事業
・子育て世帯に向けた生活支援特別給付金、こだいら子育て応援事業
・生活困窮者などに向けた住居確保給付金、自立支援金、臨時特別給
付金、電力・ガス・食料品等物価高騰緊急支援給付金

・商工会による紙のスクラッチ付きクーポン券への補助、キャッシュ
レス決済へのポイント還元

・事業者に向けた感染防止徹底協力金、電気料等物価高騰応援金
・子育て施設・介護事業所・障がい事業所など・公共交通事業者に向
けた感染拡大防止対策や物価高騰対策、事業継続への支援

基本目標Ⅰ　ひとづくり　－人が育ち、学び、新たな価値を創造するまち－
・保育園待機児童の解消に向けた緊急対策
・民設民営学童クラブへの支援
・学校施設の整備、学校体育館冷暖房設備設置
・学校給食センターの更新および代替給食の提供
・Ｇ

ギ

ＩＧ
ガ

Ａスクール構想の実現に向けた環境整備
・ＨＰＶワクチンの積極的勧奨再開
・国指定史跡鈴木遺跡保存活用事業
基本目標Ⅱ　くらしづくり　－多様性を認めあい、つながり、共生するまち－
・女性相談体制の充実および性的少数者相談の実施
・女性再就職サポート事業
・児童発達支援センターの開設、障がい者グループホームの自立支援
給付費などの支援

・地域における介護予防や支え合いなどへの支援の充実
・地域密着型介護サービスの整備支援事業
・防災行政無線（固定系）のデジタル化改修
基本目標Ⅲ　まちづくり　－自然と調和した、美しく快適で、魅力あるまち－
・鷹の台公園・鎌倉公園・武蔵公園・上水南町二丁目寄附物件の公園
整備

・省・創・蓄エネルギー機器等設置モニター助成
・下水道施設の老朽化対策事業、公共下水道雨水整備の推進
・小川駅西口地区および小平駅北口地区市街地再開発事業の推進
・都市計画道路整備・鉄道立体化の推進
・農地の保全に係る取組支援、農業経営基盤の強化支援
自治体経営方針関連
・議会のＩＣＴ化・市役所のＩＣＴ化
・自治体ＤＸ推進のための基盤整備
・マイナンバーカード交付の推進
市制施行６０周年事業
・市制施行６０周年記念式典、生誕１５０年平櫛田中展などの開催
・公共交通グッズの作製、ご当地ナンバープレートの作成

令和４年度の主な事業

区　　分 歳　　入 前年度比（％） 歳　　出 前年度比（％）

一般会計 ８９８億 ３ 千万円 ８.２ ８４４億 ６ 千万円 １０.１

特
別
会
計

国民健康保険事業 １７９億 １ 千万円 ０.７ １７６億 ５ 千万円 １.５

後期高齢者医療 ４９億円 １０.１ ４８億 ６ 千万円 １０.４

介護保険事業 １５６億円 ２.３ １５１億 １ 千万円 ２.１

合　　計 １,２８２億 ３ 千万円 ６.４ １,２２０億 ９ 千万円 ７.７

１ 年間の収入

収入内容 令和 ４年度 令和 ３年度
市税（給料） ３２８万円 ３１０万円
各種譲与税、交
付金（諸手当） ６４万円 ６１万円
分担金・負担
金、使用料およ
び手数料（アル
バイト収入）

１８万円 １７万円

地方交付税・
国・都支出金（実
家からの仕送
り）

３５２万円 ３６３万円

財産収入（古物
売払い） ９万円 １０万円
繰越金（財布の
中身） ６３万円 ３５万円
稼ぎの計 ８３４万円 ７９６万円
繰入金（貯蓄取
り崩し） ３３万円 ５万円
市債（ローン借
入金） ３１万円 ２９万円

収入計 ８９８万円 ８３０万円

１年間の支出

支出内容 令和 ４年度 令和 ３年度
人件費（生活費） １０１万円 ９９万円
扶助費（学費、
医療費） ２５１万円 ２６３万円
公債費（ローン
返済金） ３３万円 ３２万円
物件費、維持補
修費（被服費、
消耗品）

１４８万円 １４３万円

補助費等（自治
会費） １１８万円 ９５万円
積立金（貯金） ６０万円 ３７万円
繰出金（仕送り） ６６万円 ６２万円
普通建設事業費
（家屋の増改築
など）

６８万円 ３６万円

支出計 ８４５万円 ７６７万円
※普通会計ベース。
※１万分の１に縮尺、１万円が実際の１億円に
なります。

グラフ ２ 　市債現在高の推移

（円）

0億

50億

100億

150億

200億

250億

300億

432

土地開発公社一般会計

（年度）

284億 282億288億

254億

28億30億31億

254億257億

市債残高は、令和 ２年度から ４年度まで
の ３年間で ６億円減少し、２８２億円にな
りました。市民 １人当たりで見ると約１４
万 ３ 千円になります。

グラフ ３ 　基金現在高の推移

基金現在高は令和 ２年度から ４年度まで
の ３年間で６０億円増加し、１８９億円にな
りました。市民一人当たりで見ると約 ９
万 ６千円になります。

ふるさと納税で市の歳入 ６億７,９４７万円が失われました（市民が他の自治体へ寄付したふるさと納税額 ６ 億 8,3６8 万円、小平市に寄付されたふるさと納税額
４21万円）。

※表とグラフの合計は、端数四捨五入により合わない場合があります。


